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研究要旨 

平成26年国民健康・栄養調査のデータを用いて、世帯が経済的理由による食品の買い控

えを経験した頻度と15歳以下の世帯員の栄養素摂取状況との関連を検証した。経済的理由

による食品の買い控えを多く経験した世帯の世帯員では男女で葉酸とビタミンCの摂取量

が有意に少なく、女子ではカルシウムの摂取量が有意に少なかった。 

 

Ａ．研究目的 

世帯の社会経済的状況と子どもの食生活

については、野菜・果物類、葉酸、ビタミ

ン C の摂取と社会経済状況との関連が先行

研究によって指摘されている 1–3)。 

平成 26 年国民健康・栄養調査（以下 H26

国調）では、経済的理由による食品の買い

控えの頻度に関する調査が行われ、20 歳以

上の対象者について、経済的理由による食

品の買い控えの頻度別に栄養素摂取量の集

計が行われている 4)。しかしながら、19 歳

以下の対象者についての集計は行われてい

ない。社会経済的状況によって不足または

過剰となりやすい栄養素、またその程度は、

経済的に困難な環境にある子どもの支援を

行う基礎データとして重要である。本研究

では、H26 国調のデータを用いて、経済的

理由による食料の買い控えと子どもの栄養

摂取状況との関連を検証する。 

 

Ｂ．方法 

H26 国調に協力を得られた世帯に住む

15 歳以下の子ども 949 名のうち、データに

欠損のある 54 名を除外した 895 名を解析

対象とした。対象者が居住する世帯の代表

者による生活状況調査の問 2（過去１年間

に経済的理由で食料購入を控えたまたは購

入できなかった頻度）の回答をもとに対象

者を 4 カテゴリ（よくあった～まったくな

かった）に分類した 4)。「世帯の代表者」と

は生活状況調査の問 10（世帯の年間収入）

に回答した世帯員とした 4)。各カテゴリに

属 す る 対 象 者 の 基 本 属 性 の 差 は

Mantel-Haenszel カイ 2 乗検定で比較した。

各カテゴリのエネルギー、栄養素摂取量の

平均値と 95％信頼区間は共分散分析を用

いて、年齢、世帯所得、世帯形態で調整し

て算出した。対象者の栄養素摂取量は密度

法によるエネルギー調整値を使用した。各

群間の栄養素摂取量平均値の傾向性検定を

「まったくなかった」群を対照として、共

分散分析で行った。 

 

Ｃ．結果 

 解析対象の895名のうち、416名（46.5％）

の世帯の代表者が過去 1 年間に経済的理由

による食品の買い控えを経験したことがあ

ると回答した。対象者の基本属性を表 1 に

示す。経済的理由によって食品の買い控え

を多く経験した世帯に住む対象者は全く経
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験していない世帯に住む対象者に比べ、世

帯年収が有意に低かった。 

経済的理由による食品の買い控えの頻度

別エネルギー、栄養素摂取量平均値を表 2

（男子）、表 3（女子）に示す。男女とも居

住世帯が経済的理由による食品の買い控え

を多く経験した群で葉酸とビタミン C の摂

取量が有意に少なく、エネルギー摂取量が

有意に多い結果を認めた。また、女子では

経済的理由による食品の買い控えを多く経

験した群でカルシウムの摂取量が有意に少

なく、ビタミン B2 の摂取量が有意に多か

った。 

 

Ｄ．考察 

 過去 1 年間に経済的理由による食品の買

い控えを多く経験した世帯に住む 15 歳以

下の子どもは、葉酸、ビタミン C の摂取量

が有意に少なかった。この結果は、先行研

究の結果と同様の結果であった 1–3)。男子の

カルシウムの摂取量は食品の買い控えの頻

度と有意な関連は認めなかったが、女子と

同様に買い控えの経験に応じて摂取量が少

ない傾向を認めている。社会経済状況によ

るこれらの栄養素の摂取量の格差を解消す

る対策が求められる。 

本研究の栄養素摂取量の比較は、年齢に

よる摂食量の差による影響を除くため、密

度法によるエネルギー調整値を用いて行っ

た。エネルギー摂取量については、年齢に

よる調整をして比較をしているが、年齢に

よる摂食量の差の影響が残っている可能性

があるため、結果の解釈には注意を要する。  

また、摂取量平均値から各群の栄養素摂

取の適切性の判断をすることは困難である

ことがある。栄養素摂取の適切性は個人の

習慣的栄養素摂取量と食事摂取基準を用い

て判断されるが、1 日食事記録法を用いて

いる国民健康・栄養調査では、食事摂取基

準を用いて栄養素摂取の適切性を判断する

ことができない。国民健康・栄養調査結果

を用いた栄養素摂取量の適切性の評価を可

能とする手法が必要となる。 

 

Ｅ．結論 

H26 国調のデータを用いて、世帯が経済

的理由による食品の買い控えを経験した頻

度と 15 歳以下の世帯員の栄養素摂取状況

との関連を検証した。食品の買い控えを多

く経験した世帯の世帯員では男女ともに葉

酸とビタミン C の摂取量が有意に少なかっ

た。また、女子ではカルシウムの摂取量が

有意に少なかった。一方で、摂取量平均値

から各群の栄養素摂取の適切性の判断をす

ることは困難であることから、国民健康・

栄養調査結果を用いて栄養素摂取量の適切

性の評価する手法が求められる。 

 

Ｆ．健康危機情報 

 なし。 

 

Ｇ．研究発表 

 なし。 

 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

 なし。 
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よくあった
(n = 35)

ときどきあった
(n = 66)

まれにあった
(n = 113)

まったく
なかった
(n = 226)

P  for
trend

エネルギー (kcal) 1783 1629 1600 1599 0.04
1666–1900 1547–1710 1535–1665 1555–1644

たんぱく質 (%E) 14.1 15.1 14.3 14.3 0.07
13.3–14.9 14.5–15.7 13.8–14.7 14.0–14.6

総脂肪 (%E) 30.6 29.3 28.2 29.0 0.26
28.5–32.7 27.8–30.8 27.1–29.4 28.2–29.8

炭水化物 (%E) 53.8 54.4 56.2 55.5 0.17
51.5–56.1 52.7–56.0 55.0–57.5  54.6–56.4 

カルシウム (mg/1000kcal) 301 345 312 342 0.03
265–337 318–371 292–332 327–356

鉄 (mg/1000kcal) 3.52 3.56 3.58 3.56 0.99
3.20–3.83 3.33–3.78 3.40–3.75 3.43–3.68

ビタミンA (μgRE/1000kcal) 244 281 277 325 0.06
174–315 230–332 237–316 297–353 

ビタミンE (mg/1000kcal) 3.20 3.47 3.17 3.28 0.04
2.81–3.60 3.18–3.75 2.95–3.39 3.13–3.44

ビタミンK (μg/1000kcal) 87.1 102 98.4 110 0.41
58.9–115 81.4–122 82.6–114 98.6–121

ビタミンB1 (mg/1000kcal) 0.46 0.48 0.45 0.46 0.55
0.42–0.50 0.45–0.51 0.43–0.48 0.44–0.48

ビタミンB2 (mg/1000kcal) 0.55 0.67 0.61 0.68 0.02
0.48–0.62 0.62–0.72 0.57–0.65 0.66–0.71

ビタミンB6 (mg/1000kcal) 0.56 0.57 0.53 0.53 0.17
0.51–0.61 0.53–0.60 0.50–0.56 0.51–0.55

ビタミンB12 (μg/1000kcal) 2.72 3.15 2.36 2.71 0.27
1.86–3.58 2.53–3.78 1.88–2.85 2.37–3.05

葉酸 (μg/1000kcal) 112 134 127 133 0.03
98.6–126 124–144 119–134 128–139

ビタミンC (mg/1000kcal) 33.1 43.6 39.1 45.3 0.004
24.3–41.8 37.3–49.9 34.2–44.0 41.8–48.8

表3. 経済的理由で食料の購入を控えたまたは購入できなかった経験別、エネルギーおよび栄養素摂取量平
均値と95％信頼区間 (女子)

経済的理由で食料の購入を控えたまたは購入できなかった経験

各群の摂取量平均値は共分散分析を用いて、年齢、世帯形態、世帯収入で調整し算出。
栄養素摂取量は密度法によるエネルギー調整を行った。
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